
と
強
調
し
、
今
後
は
Ａ
Ｉ
を

使
う
医
師
と
使
わ
な
い
医
師

に
大
き
な
差
が
で
き
る
と
指

摘
し
た
。
Ａ
Ｉ
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
や
用
途
で
使
え
る

汎
用
型
Ａ
Ｉ
と
特
定
の
領
域

で
使
え
る
特
化
型
Ａ
Ｉ
が
あ

り
、
内
視
鏡
の
画
像
認
識
は

特
化
型
Ａ
Ｉ
の
ひ
と
つ
。

多
田
会
長
は
、
内
視
鏡
画

像
か
ら
専
門
医
並
み
の
高
精

度
で
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
診
断

す
る
Ａ
Ｉ
の
開
発
経
緯
を
説

明
。
続
い
て
胃
が
ん
の
診
断

で
は
「
６
㎜
以
上
の
胃
が
ん

を
98
％
の
精
度
で
発
見
」、

「
１
画
像
の
診
断
に
か
か
る

時
間
は
０
・
０
２
秒
」
な
ど

研
究
成
果
を
、
が
ん
研
究
会

有
明
病
院
と
と
も
に
１
月
に

発
表
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
内
視

鏡
検
査
中
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム

診
断
が
可
能
に
な
り
、「
撮

影
漏
れ
に
よ
る
見
逃
し
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」
と
強
調
。
実
際

の
内
視
鏡
動
画
を
提
示
し
、

画
面
内
に
が
ん
の
疑
い
の
あ

る
部
位
が
映
り
込
む
と
、
画

面
上
に
四
角
形
の
枠
線
で
マ

ー
ク
し
、
が
ん
で
あ
る
確
率

を
示
す
数
値
を
表
示
す
る
と

い
う
仕
組
み
を
披
露
し
た
。

多
田
会
長
は
「
Ａ
Ｉ
の
ア

シ
ス
ト
に
よ
り
、
が
ん
の
見

逃
し
を
防
ぎ
ま
す
。
し
か
し
、

患
者
さ
ん
の
状
態
を
見
極
め

て
最
終
的
に
診
断
す
る
の
は

医
師
で
す
」
と
呼
び
か
け
た

う
え
で
、
現
在
進
め
て
い
る

湘
南
鎌
倉
病
院
、
湘
南
藤
沢

病
院
、
岸
和
田
病
院
と
の
共

同
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
を

約
束
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
は
湘
南
鎌

倉
病
院
の
賀
古
眞
・
消
化
器

病
セ
ン
タ
ー
長
が
「
各
病
院

の
貴
重
な
症
例
や
新
し
い
技

術
に
触
れ
、
多
く
の
収
穫
が

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今

後
、
徳
洲
会
で
は
Ａ
Ｉ
の
臨

床
へ
の
応
用
が
ト
ピ
ッ
ク
に

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
だ
研
究

段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
グ

ル
ー
プ
内
で
協
力
し
て
発
展

し
て
け
た
ら
良
い
と
思
い
ま

す
」
と
展
望
を
示
し
た
。

次
回
は
札
幌
東
病
院
で
開

催
予
定
。

的
胆
道
ス
テ
ン
テ
ィ
ン
グ

（
ス
テ
ン
ト
の
留
置
）
を
中

心
に
、
治
療
成
績
や
手
技
の

実
際
な
ど
提
示
。
あ
わ
せ
て

内
視
鏡
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
不

可
の
症
例
に
対
す
る
治
療
戦

略
な
ど
解
説
し
た
。

続
く
プ
レ
ナ
リ
ー
セ
ッ
シ

ョ
ン
は
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
」
が
テ
ー

マ
。
岸
和
田
病
院
の
吉
本
泰

治
・
消
化
器
内
科
医
長
が「
ネ

ラ
ト
ン
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を

用
い
た
左
手
ナ
イ
フ
操
作
に

よ
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
つ
い
て
」、

湘
南
鎌
倉
病
院
の
田
澤
智

彦
・
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
医

師
が
「
穿せ

ん
こ
う孔

の
併
発
な
し
に

Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
て
治
癒
切
除
さ
れ

た
憩け

い
し
つ室
を
伴
っ
た
早
期
食
道

が
ん
」、
湘
南
藤
沢
病
院
の

永
田
充
・
内
視
鏡
内
科
部
長

兼
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
副
室
長

が
「Gravitational low

er 
side

病
変
に
対
す
るUnder-

water ESD

の
有
用
性
」
を

テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し

た
。最

後
に
多
田
会
長
が
ミ
ニ

レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施
。
ま
ず

「
Ａ
Ｉ
は
医
師
の
道
具
で
す
」

Ｃ
Ｐ
・
Ｅ
Ｕ
Ｓ
）
の
ト
ラ
ブ

ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
テ

ー
マ
。
湘
南
鎌
倉
病
院
の
増

田
作
栄
・
消
化
器
病
セ
ン
タ

ー
医
長
が
「
胆
管
挿
管
の
コ

ツ
と
困
難
例
へ
の
対
応
」、

成
志
弦
・
消
化
器
病
セ
ン
タ

ー
医
師
が
「
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
不
成

功
例
に
お
け
る
サ
ル
ベ
ー
ジ

と
し
て
の
Ｅ
Ｕ
Ｓ
下
ド
レ
ナ

ー
ジ
」、
千
葉
西
総
合
病
院

の
保
坂
祥
介
・
消
化
器
内
科

医
長
が
「
膵す

い
の
う
ほ
う

嚢
胞
ド
レ
ナ
ー

ジ
に
苦
慮
し
た
一
例
」、
東

京
西
徳
洲
会
病
院
の
山
本
龍

一
・
消
化
器
病
セ
ン
タ
ー
長

が
「
内
視
鏡
的
胆
管
ス
テ
ン

テ
ィ
ン
グ
の
実
際
と
ト
ラ
ブ

ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と
題

し
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

増
田
医
長
は
、
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ

の
基
本
的
な
技
術
で
あ
る
胆

管
挿
管
の
実
際
を
動
画
で
提

示
し
、
一
般
に
奏
功
率
が
90

～
95
％
で
良
好
と
さ
れ
る
胆

冒
頭
、
湘
南
藤
沢
徳
洲
会

病
院
（
神
奈
川
県
）
の
宗
像

博
美
院
長
が
「
多
く
の
病
院

に
よ
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
演

題
発
表
と
、
内
視
鏡
Ａ
Ｉ
の

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
知
識
を
ア
ッ
プ
デ

ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

拶
。
次
い
で
今
回
の
世
話
人

で
あ
る
湘
南
鎌
倉
病
院
の
小

泉
一
也
・
消
化
器
病
セ
ン
タ

ー
部
長
は
「
各
病
院
が
得
意

分
野
の
知
識
を
披
露
し
合
い
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
成
長
し
て

い
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

今
回
は
一
般
演
題
８
題
に

加
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
４
題
、
プ
レ
ナ
リ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
全
員
参
加

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
３
題
あ

り
、
８
病
院
が
演
題
を
発
表
。

さ
ら
に
、
た
だ
と
も
ひ
ろ
胃

腸
科
肛
門
科
の
理
事
長
・
院

長
を
務
め
る
多
田
智
裕
Ａ
Ｉ

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
代
表

取
締
役
会
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最

高
経
営
責
任
者
）
が
「
世
界

に
挑
戦
す
る
日
本
の
内
視
鏡

Ａ
Ｉ
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
レ

ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
。

一
般
演
題
で
は
各
病
院
の

医
師
が
貴
重
な
症
例
を
報
告

す
る
な
か
、
札
幌
東
徳
洲
会

病
院
の
前
本
篤
男
・
副
院
長

兼
Ｉ
Ｂ
Ｄ（
炎
症
性
腸
疾
患
）

セ
ン
タ
ー
長
は
「Total Qu-

ality M
anagem

ent

（
Ｔ
Ｑ

Ｍ
）
：
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
胃
内
視

鏡
的
粘
膜
下
層
切
開
剝は

く

離り

術

（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
パ
ス
の
現
状
」

と
題
し
発
表
し
た
。
徳
洲
会

グ
ル
ー
プ
と
し
て
医
療
の
質

を
評
価
し
改
善
す
る
Ｔ
Ｑ
Ｍ

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ク
リ
ニ

カ
ル
パ
ス
（
診
療
計
画
）
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。

こ
の
な
か
で
胃
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の

標
準
パ
ス
は
５
月
に
湘
南
鎌

倉
病
院
、
湘
南
藤
沢
病
院
、

岸
和
田
徳
洲
会
病
院
（
大
阪

府
）、
札
幌
東
病
院
、
福
岡

徳
洲
会
病
院
で
試
験
運
用
を

開
始
。
６
月
ま
で
の
２
カ
月

で
合
計
21
例
の
使
用
が
あ
り
、

期
待
さ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ム

（
成
果
）
の
達
成
率
を
用
い

た
評
価
、
バ
リ
ア
ン
ス
（
予

定
か
ら
の
逸
脱
）
抽
出
を
含

め
た
分
析
が
必
要
で
あ
る
と

報
告
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

「
現
在
は
試
用
版
で
す
が
、

要
望
の
あ
る
離
島
病
院
に
は

今
秋
を
め
ど
に
導
入
で
き
る

よ
う
、
準
備
を
進
め
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
答
え
る
ひ
と

幕
も
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
「
胆た

ん
す
い膵
内
視
鏡
（
Ｅ
Ｒ

大隅鹿屋病院（鹿児
島県）は昨年７月に徳
洲会グループで初の
地域包括ケア病棟（45
床）を開設、順調に稼
働している。同病棟は、
急性期の治療を終え
た後に退院が困難な
患者さんを受け入れたり、在宅で療養している患
者さんを受け入れ家族の負担を軽減したりし、患
者さんが地域で生活を継続できるように支援する
ことを目的としている。

順調に稼働している要因は多職種が連携し、そ
れぞれが機能しているからだ。毎朝、看護師、専
従のリハビリテーションセラピスト、介護福祉士な
どがカンファレンス（検討会議）を行うほか、曜日ご
とに各診療科の主治医とのカンファレンスを実施。
それらに基づき看護師はケア、リハビリセラピスト
はリハビリ、介護福祉士は口

こ う く う

腔・運動・認知の機
能回復を目的としたレクリエーションや介護予防

体操を行う。
また、介護

福祉士の多
くが 認 知 症
患 者さん へ
の対応経験
をもっている

ことから、認知症患者さんがつねに3割を超えてい
る点も特徴だ。重田盟子・看護部長も「在宅生活
を意識したリハビリを行い、スムーズに退院する
流れができつつあります。在宅からの短期入院も
受け入れ、訪問看護との調整も実施。高齢化率
28.2％の当地域になくてはならない病棟です」と信
頼を寄せる。

現在は院内外から利用を希望する声が後を絶た
ない。「ご家族や地域の介護事業所などに当病棟
の様子を実際に見てもらうように心がけています」

（新保亜唯・医療ソーシャルワーカー）。
開設から1年。

大 野 緑・ 看 護 師
長は「チーム力と
専 門 性 ある退 院
支 援 が 国 の目指
す “ときどき入院、
ほぼ在宅” を実現
させる」と手応え
を感じている。

地域包括ケア病棟が順調
多職種連携それぞれ機能

大隅鹿屋病院

庄内余目病院（山形県）※
神戸徳洲会病院 ※
近江草津徳洲会病院（滋賀県）
宮古島徳洲会病院（沖縄県）
帯広徳洲会病院（北海道）
瀬戸内徳洲会病院（鹿児島県）
大隅鹿屋病院（鹿児島県）※

徳洲会グループで地域包括ケ
ア病棟（床）を開設している病院

※印は病棟

約60人の参加者が内視鏡に関する知識と経験を共有

「グループとして成長していきましょ
う」と世話人の小泉部長

宗像院長は開会の挨拶で演題発表
のバリエーションを明かす

「徳洲会ではAIがトピックになりま
す」と賀古センター長

「AIを使う医師と使わない医師に大
きな差ができる」と多田会長

リハビリとは別に介護職による集
団体操も実施

地域包括ケア病棟のスタッフ

福岡徳洲会病院は稟議・文書管理システム「Gear」への
移行を円滑に行った。同システムは主に総務や資材にか
かわる部署で扱う稟議書や申請書などの文書を管理する
システム。まず徳洲会グループ7病院で試験的に導入し、
昨秋以降、順次導入を進めていた。

福岡病院は先行導入病院のひとつ。スムーズに導入・
移行できた要因は、事前の説明会に情報システム管理室
の堀彰仁職員（SE）が参加したことだった。
「たとえば、稟議書や申請書は内容によって部署や職種
など関係各所に回すルートが異なります。より使いやすい
ようにシステムを変えるには専門知識が必要。総務課の
職員などが説明会に多く参加するなか、SEとして出席した
のが良かったのかもしれません」（堀職員）

堀職員は自院に戻った
後、関係部署と話し合い、
システムを自院の仕様にカ
スタマイズ。移行に時間
は要さなかった。「今後も
使いやすいように工夫して
いきたい」と堀職員。なお、
今年度から新たに同システ
ムで経理に関する帳票の
管理が可能になった。

電子化で業務の効率化やコスト削減な
ど期待

稟議書など電子化へ移行
福岡徳洲会病院が円滑に

徳
洲
会
消
化
器
内
視
鏡
部
会
は
７
月
28
日
、
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院
（
神
奈
川
県
）
で
第
９

回
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
学
術
集
会
を
開
催
し
た
。
同
集
会
は
内
視
鏡
（
エ
ン
ド
ス
コ
ー
プ
）

に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
病
院
で
共
有
す
る
の
が
目
的
。
２
０
１
０
年

に
発
足
し
、
以
後
、
年
に
１
回
の
頻
度
で
学
術
集
会
を
開
い
て
い
る
。
今
回
は
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
一
般
演
題
の
ほ
か
、
内
視
鏡
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ

ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り
、
約
60
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

「
Ａ
Ｉ
使
う
医
師
・
使
わ
な
い
医
師
で
大
差
」

内
視
鏡
Ａ
Ｉ
な
ど
知
識
を
共
有

第
９
回
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
開
催

徳洲会消化器
内視鏡部会

管
挿
管
を
、
湘

南
鎌
倉
病
院
で

は
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
を
用
い
る

こ
と
で
99
％
ま

で
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
を
報
告

し
た
。
ま
た
、

山
本
セ
ン
タ
ー

長
は
東
京
西
病

院
で
の
悪
性
胆

道
狭き

ょ
う

窄さ
く

症
に

対
す
る
内
視
鏡

徳 洲 新 聞生
い の ち
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